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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 1 1 月 1 8 日 ( 2 0 2 4 . 1 1 . 1 8 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 7 2 2 2 5 ( P 2 0 2 3 - 7 2 2 2 5 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 5 月 2 4 日 ( 2 0 2 3 . 5 . 2 4 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 0 9 5
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 1 8 4 6 2 8 ( P 2 0 2 1 - 1 8 4 6 2 8 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ ３ Ｇ 1 5 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ ３ Ｇ 2 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ ３ Ｇ 1 5 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ６ ５ Ｈ 7 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ ３ Ｇ 1 5 / 2 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｇ ０ ３ Ｇ 2 1 / 0 0 ３ ７ ０  　 　 　
　 Ｇ ０ ３ Ｇ 1 5 / 0 0 ４ ５ ５  　 　 　
　 Ｂ ６ ５ Ｈ 7 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 1 月 7 日 ( 2 0 2 4 . 1 1 . 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 記 録 材 に ト ナ ー 像 を 転 写 す る 転 写 部 と 、
　 回 転 可 能 で 熱 源 を 有 す る 第 １ 回 転 体 と 、
　 前 記 第 １ 回 転 体 の 外 周 面 に 当 接 す る こ と で ニ ッ プ 部 を 形 成 す る 第 ２ 回 転 体 で あ っ て 、 前  
記 第 １ 回 転 体 と と も に 、 記 録 材 を 挟 持 搬 送 し つ つ 熱 及 び 圧 力 を 加 え て ト ナ ー 像 を 定 着 さ せ  
る 第 ２ 回 転 体 と 、
　 前 記 第 ２ 回 転 体 の 回 転 速 度 を 制 御 す る 制 御 部 と 、
　 記 録 材 の 搬 送 方 向 に お い て 、 前 記 転 写 部 よ り も 下 流 で 、 前 記 ニ ッ プ 部 よ り も 上 流 に 配 置  
さ れ 、 記 録 材 と 接 触 可 能 な 接 触 部 を 有 し 、 前 記 接 触 部 が 記 録 材 が 搬 送 さ れ る 搬 送 路 に 侵 入  
し た 第 １ 位 置 と 、 記 録 材 が 前 記 搬 送 路 を 通 過 し た 際 に 記 録 材 が 前 記 接 触 部 と 接 触 す る こ と  
で 前 記 第 １ 位 置 か ら 記 録 材 が 退 避 す る 第 ２ 位 置 と に 、 移 動 可 能 に 設 け ら れ た 接 触 部 材 と 、
　 前 記 接 触 部 材 が 前 記 第 ２ 位 置 に 位 置 す る か 否 か を 検 知 す る 第 １ 検 知 部 と 、
　 前 記 接 触 部 材 が 第 ３ 位 置 に 位 置 す る か 否 か を 検 知 す る 第 ２ 検 知 部 と 、
　 前 記 接 触 部 材 は 、 前 記 接 触 部 材 が 前 記 第 ２ 位 置 に 位 置 し て い る 際 に 、 前 記 接 触 部 が 前 記  
搬 送 路 を 通 過 す る 記 録 材 か ら 力 が 付 与 さ れ た 場 合 に 、 前 記 接 触 部 が 前 記 第 １ 位 置 に 対 し て  
前 記 第 ２ 位 置 よ り も 更 に 離 れ た 前 記 第 ３ 位 置 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ 検 知 部 の 検 知 結 果 に 基 づ い て 、 画 像 形 成 時 に お け る 前 記 第 ２ 回  
転 体 の 回 転 速 度 を 制 御 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 記 録 材 が ル ー プ を 形 成 し て い る 場 合 に 、 前 記 第 ２ 検 知 部 は 、 画 像 形 成 時 に お い て 前 記 接  
触 部 材 が 前 記 第 ３ 位 置 に 位 置 す る こ と を 検 知 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
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【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 回 転 体 と 前 記 第 ２ 回 転 体 と を 有 す る 定 着 装 置 を 備 え 、
　 前 記 接 触 部 材 、 前 記 第 １ 検 知 部 及 び 前 記 第 ２ 検 知 部 は 、 画 像 形 成 装 置 本 体 に 対 し て 前 記  
定 着 装 置 と 一 体 に 着 脱 可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 転 写 部 か ら 搬 送 さ れ た 記 録 材 を 前 記 ニ ッ プ 部 の 入 口 に 案 内 す る 入 口 ガ イ ド を 備 え 、
　 前 記 接 触 部 材 は 、 前 記 入 口 ガ イ ド に 設 け ら れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 接 触 部 材 は 、 先 端 部 と 、 揺 動 中 心 と を 有 し 、 前 記 揺 動 中 心 を 中 心 と し て 揺 動 可 能 で  
あ り 、
　 前 記 先 端 部 は 、 前 記 揺 動 中 心 よ り も 前 記 ニ ッ プ 部 側 に 位 置 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 接 触 部 材 は 、 記 録 材 が ル ー プ を 形 成 し て い る こ と を 検 知 す る た め の 第 １ 接 触 部 と 、  
前 記 ニ ッ プ 部 に 記 録 材 が 残 留 し て い る こ と を 検 知 す る た め の 第 ２ 接 触 部 と 、 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 接 触 部 材 が 前 記 第 １ 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 に 、 前 記 第 ２ 接 触 部 は 前 記 第 １ 接 触 部  
よ り も 前 記 ニ ッ プ 部 に 近 い
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 接 触 部 材 は 、 前 記 揺 動 中 心 か ら 延 設 さ れ る 方 向 に 対 し て 前 記 先 端 部 が 折 れ 曲 が る よ  
う に 屈 曲 し た 屈 曲 部 を 有 し 、
　 前 記 屈 曲 部 が 前 記 第 １ 接 触 部 で あ り 、
　 前 記 先 端 部 が 前 記 第 ２ 接 触 部 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 転 写 部 と 前 記 ニ ッ プ 部 と の 間 で 記 録 材 を 搬 送 す る 搬 送 部 を 備 え 、
　 前 記 ニ ッ プ 部 に お い て 記 録 材 を 搬 送 す る 方 向 は 、 前 記 搬 送 部 に よ り 搬 送 さ れ る 記 録 材 の  
搬 送 軌 跡 を 延 長 し た 線 を 仮 想 線 と し た 場 合 に 、 前 記 ニ ッ プ 部 の 入 口 よ り も 前 記 ニ ッ プ 部 の  
出 口 が 前 記 仮 想 線 か ら 離 れ る よ う に 、 前 記 仮 想 線 に 対 し て 傾 斜 し て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ８ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 記 録 材 の 搬 送 時 に お い て 、 前 記 第 ２ 検 知 部 に よ り 前 記 接 触 部 材 の 位 置 が  
前 記 第 ３ 位 置 で あ る こ と を 検 知 し て い な い 場 合 に は 、 前 記 第 ２ 回 転 体 の 回 転 速 度 を 第 １ 速  
度 に し 、 前 記 第 ２ 検 知 部 に よ り 前 記 接 触 部 材 の 位 置 が 前 記 第 ３ 位 置 で あ る こ と を 検 知 し て  
い る 場 合 に は 、 前 記 第 ２ 回 転 体 の 回 転 速 度 を 前 記 第 １ 速 度 よ り も 速 い 第 ２ 速 度 と す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 接 触 部 材 は 、 回 動 バ ネ に よ っ て 記 録 材 か ら 力 を 付 与 さ れ る 方 向 と は 逆 の 方 向 に 回 動  
力 を 付 与 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ０ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 接 触 部 材 は 、 前 記 入 口 ガ イ ド と 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 接 触 部 材 が 前 記 第 １ 位 置 に 位 置 す る 際 に 、 前 記 先 端 部 は 、 記 録 材 の 搬 送 方 向 に 直 交  
す る 方 向 に お い て 前 記 ニ ッ プ 部 の 上 方 に 位 置 す る
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　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  本 発 明 の 一 態 様 は 、 記 録 材 に ト ナ ー 像 を 転 写 す る 転 写 部 と 、 回 転 可 能 で 熱 源 を 有 す る 第  
１ 回 転 体 と 、 前 記 第 １ 回 転 体 の 外 周 面 に 当 接 す る こ と で ニ ッ プ 部 を 形 成 す る 第 ２ 回 転 体 で  
あ っ て 、 前 記 第 １ 回 転 体 と と も に 、 記 録 材 を 挟 持 搬 送 し つ つ 熱 及 び 圧 力 を 加 え て ト ナ ー 像  
を 定 着 さ せ る 第 ２ 回 転 体 と 、 前 記 第 ２ 回 転 体 の 回 転 速 度 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 記 録 材 の 搬  
送 方 向 に お い て 、 前 記 転 写 部 よ り も 下 流 で 、 前 記 ニ ッ プ 部 よ り も 上 流 に 配 置 さ れ 、 記 録 材  
と 接 触 可 能 な 接 触 部 を 有 し 、 前 記 接 触 部 が 記 録 材 が 搬 送 さ れ る 搬 送 路 に 侵 入 し た 第 １ 位 置  
と 、 記 録 材 が 前 記 搬 送 路 を 通 過 し た 際 に 記 録 材 が 前 記 接 触 部 と 接 触 す る こ と で 前 記 第 １ 位  
置 か ら 記 録 材 が 退 避 す る 第 ２ 位 置 と に 、 移 動 可 能 に 設 け ら れ た 接 触 部 材 と 、 前 記 接 触 部 材  
が 前 記 第 ２ 位 置 に 位 置 す る か 否 か を 検 知 す る 第 １ 検 知 部 と 、 前 記 接 触 部 材 が 第 ３ 位 置 に 位  
置 す る か 否 か を 検 知 す る 第 ２ 検 知 部 と 、 前 記 接 触 部 材 は 、 前 記 接 触 部 材 が 前 記 第 ２ 位 置 に  
位 置 し て い る 際 に 、 前 記 接 触 部 が 前 記 搬 送 路 を 通 過 す る 記 録 材 か ら 力 が 付 与 さ れ た 場 合 に  
、 前 記 接 触 部 が 前 記 第 １ 位 置 に 対 し て 前 記 第 ２ 位 置 よ り も 更 に 離 れ た 前 記 第 ３ 位 置 に 移 動  
可 能 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ 検 知 部 の 検 知 結 果 に 基 づ い て 、 画 像 形 成  
時 に お け る 前 記 第 ２ 回 転 体 の 回 転 速 度 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ［ 定 着 装 置 ］
　 定 着 装 置 ９ の 詳 細 に つ い て 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 定 着 装 置 ９ は 、 定 着 部 材 と し て の  
定 着 フ ィ ル ム ９ １ と 、 加 圧 部 材 と し て の 加 圧 ロ ー ラ ９ ２ を 備 え る 。 定 着 フ ィ ル ム ９ １ の 内  
部 に は 、 内 部 に 加 熱 す る 為 の 加 熱 部 材 （ 熱 源 ） １ ０ ２ が 配 置 さ れ 、 定 着 フ ィ ル ム ９ １ を 所  
定 の 温 度 に 加 熱 す る 。 ま た 、 定 着 フ ィ ル ム ９ １ 内 は 、 ス テ イ １ ０ ４ が 貫 通 す る よ う に 配 置  
さ れ て お り 、 加 熱 部 材 １ ０ ２ を 支 持 し た 支 持 部 材 １ ０ ５ が ス テ イ １ ０ ４ を 介 し て 不 図 示 の  
バ ネ な ど の 付 勢 部 材 に よ り 加 圧 ロ ー ラ ９ ２ に 向 け て 付 勢 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 定 着 フ  
ィ ル ム ９ １ と 加 圧 ロ ー ラ ９ ２ と の 間 で 、 シ ー ト Ｐ を 挟 持 し て 搬 送 す る た め の 定 着 ニ ッ プ 部  
Ｎ を 形 成 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ［ シ ー ト 検 知 部 ］
　 次 に 、 シ ー ト 検 知 部 ５ ０ の 構 成 に つ い て 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 シ ー ト 検 知 部 ５ ０ は  
、 二 次 転 写 部 Ｔ ２ と 定 着 フ ィ ル ム ９ １ 及 び 加 圧 ロ ー ラ ９ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 、 シ ー ト を 検  
知 可 能 で あ る 。 具 体 的 に は 、 シ ー ト 検 知 部 ５ ０ は 、 定 着 前 搬 送 部 と し て の ベ ル ト 搬 送 装 置  
３ ０ と 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な シ ー ト 検 知 部 ５ ０ は 、 移 動 部  
材 及 び 揺 動 部 材 と し て の フ ラ グ ５ １ と 、 第 １ セ ン サ （ 第 １ 検 知 部 ） と し て の ル ー プ 検 知 セ  
ン サ Ｓ １ 、 第 ２ セ ン サ （ 第 ２ 検 知 部 ） と し て の 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ と を 有 す る 。 フ  
ラ グ ５ １ は 、 シ ー ト に 接 触 し て 移 動 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 フ ラ グ ５ １ は 、 揺 動 中 心 と な  
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る 回 動 軸 ５ ０ ａ を 中 心 と し て 揺 動 可 能 な 揺 動 部 材 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
接 触 部 材 と し て の フ ラ グ ５ １ は 、 シ ー ト と 接 触 可 能 な 接 触 部 ５ ２ 、 第 １ フ ラ グ 部 ５ ３ 、 第  
２ フ ラ グ 部 ５ ４ を 有 す る 。 接 触 部 ５ ２ は 、 先 端 部 が 揺 動 中 心 よ り も 、 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ 側 （  
ニ ッ プ 部 側 ） に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 不 図 示 の バ ネ に よ っ て シ ー ト Ｐ に よ る 押  
圧 方 向 と は 逆 の 方 向 に 付 勢 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 シ ー ト 検 知 部 ５ ０ は 、 入 口 ガ イ ド ９ ３ の  
下 方 に 配 置 さ れ て い る 。 入 口 ガ イ ド ９ ３ は 、 例 え ば 、 フ ラ グ ５ １ が 通 可 能 な よ う に 開 口 或  
い は 切 り 欠 き が 形 成 さ れ た 板 状 の 部 材 で あ り 、 こ の 開 口 或 い は 切 り 欠 き か ら 接 触 部 ５ ２ が  
上 方 に 突 出 す る 。 そ し て 、 ベ ル ト 搬 送 装 置 ３ ０ か ら 搬 送 さ れ た シ ー ト Ｐ に 接 触 部 ５ ２ が 接  
触 す る と 、 接 触 部 ５ ２ が シ ー ト Ｐ に よ っ て 下 方 に 押 圧 さ れ る こ と で 、 回 動 軸 ５ ０ ａ を 中 心  
に 図 ２ の 反 時 計 方 向 に 回 転 す る 。 不 図 示 の バ ネ は 、 こ の 接 触 部 ５ ２ を 図 ２ の 時 計 方 向 に 回  
転 す る よ う に 付 勢 し て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 述 の よ う な フ ラ グ ５ １ は 、 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と 第 ３ 位 置 と 、 に 位 置 す る こ と が 可 能 で  
あ る 。 第 １ 位 置 は 、 接 触 部 ５ ２ が シ ー ト が 搬 送 さ れ る 搬 送 路 に 侵 入 し た 位 置 で あ り 、 第 ２  
位 置 は 、 シ ー ト が 搬 送 路 を 通 過 し た 際 に シ ー ト が 接 触 部 ５ ２ と 接 触 す る こ と で 第 １ 位 置 か  
ら 記 録 材 が 退 避 し た 位 置 で あ る 。 第 ３ 位 置 は 、 フ ラ グ ５ １ が 第 ２ 位 置 に 位 置 し て い る 際 に  
、 接 触 部 ５ ２ が 搬 送 路 を 通 過 す る シ ー ト か ら 力 が 付 与 さ れ た 場 合 に 、 接 触 部 ５ ２ が 第 １ 位  
置 に 対 し て 第 ２ 位 置 よ り も 更 に 離 れ た 位 置 で あ る 。 具 体 的 に 説 明 す る と 、 第 １ フ ラ グ 部 ５  
３ 及 び 第 ２ フ ラ グ 部 ５ ４ は 、 接 触 部 ５ ２ と は 異 な る 位 置 で 回 動 軸 ５ ０ ａ か ら 突 出 す る よ う  
に 設 け ら れ て お り 、 接 触 部 ５ ２ と 共 に 回 動 軸 ５ ０ ａ を 中 心 に 揺 動 可 能 で あ る 。 第 １ フ ラ グ  
部 ５ ３ 及 び 第 ２ フ ラ グ 部 ５ ４ は 、 回 動 軸 ５ ０ ａ を 中 心 と す る 回 転 方 向 の 位 相 が 異 な る 位 置  
に 配 置 さ れ 、 接 触 部 ５ ２ 、 第 １ フ ラ グ 部 ５ ３ 及 び 第 ２ フ ラ グ 部 ５ ４ は 、 互 い の 位 相 位 置 が  
維 持 さ れ た 状 態 で 、 回 動 軸 ５ ０ ａ を 中 心 に 揺 動 す る 。 第 １ フ ラ グ 部 ５ ３ は 、 ル ー プ 検 知 セ  
ン サ Ｓ １ が 検 知 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ 、 第 ２ フ ラ グ 部 ５ ４ は 、 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２  
が 検 知 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ル ー プ 検 知 セ ン サ Ｓ １ は 、 フ ラ グ ５ １ が 第 ３ 位 置 に 移 動 し た 場 合 に 、 二 次 転 写 部 Ｔ ２ と  
定 着 フ ィ ル ム ９ １ 及 び 加 圧 ロ ー ラ ９ ２ と に よ り 搬 送 さ れ る シ ー ト が ル ー プ を 形 成 し て い る  
こ と を 検 知 す る 。 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ は 、 フ ラ グ ５ １ が 第 ３ 位 置 と 異 な る 第 ２ 位 置  
に 移 動 し た 場 合 に 定 着 装 置 ９ に シ ー ト が 残 留 し て い る こ と を 検 知 す る 。 ル ー プ 検 知 セ ン サ  
Ｓ １ 及 び 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ は 、 そ れ ぞ れ 発 光 部 と 受 光 部 と が 対 向 配 置 さ れ た フ ォ  
ト イ ン タ ラ プ タ と し て い る 。 即 ち 、 発 光 部 か ら 発 光 さ れ た 光 を フ ラ グ が 遮 光 す る こ と で 第  
１ フ ラ グ 部 ５ ３ 及 び 第 ２ フ ラ グ 部 ５ ４ の 回 動 位 置 が 検 知 可 能 と な っ て い る 。 ル ー プ 検 知 セ  
ン サ Ｓ １ 及 び 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ に よ り 検 知 さ れ た 信 号 は 制 御 部 １ １ ０ に 送 ら れ 、  
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制 御 部 １ １ ０ は 、 こ の 信 号 に 基 づ い て 後 述 す る よ う な 制 御 を 行 う 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 シ ー ト Ｐ が ル ー プ し た 場 合 に 、 第 １ フ ラ グ 部 ５ ３ を 検 知 で き  
る よ う に 、 ル ー プ 検 知 セ ン サ Ｓ １ を 配 置 し て い る 。 即 ち 、 フ ラ グ ５ １ の 接 触 部 ５ ２ が 状 態  
Ｌ ２ の シ ー ト Ｐ に 接 触 し て い る 状 態 （ 破 線 ） で は 、 第 １ フ ラ グ 部 ５ ３ が ル ー プ 検 知 セ ン サ  
Ｓ １ を 遮 光 し な い 。 一 方 、 接 触 部 ５ ２ が 状 態 Ｌ １ の シ ー ト Ｐ に 接 触 す る こ と で 反 時 計 方 向  
に 揺 動 し て 第 ３ 位 置 （ 実 線 ） に 位 置 し た 場 合 に 、 第 １ フ ラ グ 部 ５ ３ が ル ー プ 検 知 セ ン サ Ｓ  
１ を 遮 光 す る （ セ ン サ Ｏ Ｎ と な る ） 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 図 ３ で は 、 フ ラ グ ５ １ が 第 ３ 位 置 （ 実 線 ） に 位 置 し た 場 合 に 、 第 ２ フ ラ グ 部 ５ ４  
が 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ を 遮 光 す る （ セ ン サ Ｏ Ｎ と な る ） 構 成 と な っ て い る 。 し た が  
っ て 、 制 御 部 １ １ ０ は 、 ル ー プ 検 知 セ ン サ Ｓ １ と 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ の 両 方 が セ ン  
サ Ｏ Ｎ と な っ た 場 合 に 、 ベ ル ト 搬 送 装 置 ３ ０ と 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ と の 間 に シ ー ト Ｐ の ル ー プ  
が 形 成 さ れ て い る と 判 断 す る 。 な お 、 こ の 状 態 で 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ が セ ン サ Ｏ Ｎ  
と な ら な い よ う に 、 第 ２ フ ラ グ 部 ５ ４ 及 び 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ の 位 置 を 設 定 し て も  
良 い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 シ ー ト 検 知 部 ５ ０ に よ り 残 留 シ ー ト 検 知 を 行 っ て い る 状 態 を 示 し て い る 。 ジ ャ  
ム 時 に シ ー ト Ｐ が 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ に 残 留 し た 場 合 、 フ ラ グ ５ １ の 接 触 部 ５ ２ が 残 留 し た シ  
ー ト Ｐ の 後 端 に 接 触 す る こ と で 、 フ ラ グ ５ １ が 反 時 計 方 向 に 回 動 し て 第 ２ 位 置 （ 実 線 ） に  
位 置 し た 場 合 、 第 ２ フ ラ グ 部 ５ ４ が 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ を 遮 光 す る （ セ ン サ Ｏ Ｎ と  
な る ） 。 こ の 際 、 第 １ フ ラ グ 部 ５ ３ は ル ー プ 検 知 セ ン サ Ｓ １ を 遮 光 し て い な い 。 こ の た め  
、 制 御 部 １ １ ０ は 、 ル ー プ 検 知 セ ン サ Ｓ １ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２ が Ｏ Ｎ で  
、 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ に シ ー ト が 残 留 し て い る と 判 断 す る 。 な お 、 破 線 は 、 フ ラ グ ５ １ の 接 触  
部 ５ ２ が シ ー ト Ｐ を 検 知 し て い な い 状 態 を 示 す 。 即 ち 、 図 ４ の 破 線 の 位 置 は 、 第 １ 位 置 を  
示 す 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 ル ー プ 検 知 セ ン サ Ｓ １ を フ ラ グ ５ １ が 第 ３ 位 置 に 移 動 し た 場  
合 に シ ー ト が ル ー プ を 形 成 し て い る こ と を 検 知 で き る よ う に 、 残 留 シ ー ト 検 知 セ ン サ Ｓ ２  
を フ ラ グ ５ １ が 第 ３ 位 置 と 異 な る 第 ２ 位 置 に 移 動 し た 場 合 に 定 着 装 置 ９ に シ ー ト が 残 留 し  
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て い る こ と を 検 知 で き る よ う に 、 そ れ ぞ れ 配 置 す る よ う に し て い る 。 こ の た め 、 フ ラ グ ５  
１ が 残 留 シ ー ト 検 知 に 適 し た 位 置 と ル ー プ 検 知 に 適 し た 位 置 と に あ る 状 態 で 、 そ れ ぞ れ ル  
ー プ 検 知 と 残 留 シ ー ト 検 知 を 行 え る 。 こ の た め 、 部 品 点 数 を 増 や す こ と な く 、 １ つ の フ ラ  
グ ５ １ に よ っ て 、 シ ー ト の ル ー プ の 検 知 と 、 定 着 装 置 に 残 留 し た シ ー ト の 検 知 の 精 度 を 向  
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う な 本 実 施 形 態 の ル ー プ 制 御 に つ い て 、 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 具 体 的 に  
説 明 す る 。 ま ず 、 ジ ョ ブ が 開 始 さ れ る と 、 シ ー ト Ｐ が カ セ ッ ト １ ０ か ら 給 送 さ れ て 、 レ ジ  
ス ト レ ー シ ョ ン ロ ー ラ １ ２ に 向 け て 搬 送 さ れ る （ Ｓ １ ０ １ ） 。 次 い で 、 各 画 像 形 成 部 に お  
い て シ ー ト の 給 送 と 同 期 し て 画 像 を 形 成 し 、 二 次 転 写 部 Ｔ ２ に お い て レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン  
ロ ー ラ １ ２ か ら 搬 送 さ れ て き た シ ー ト Ｐ に 画 像 を 転 写 す る （ Ｓ １ ０ ２ ） 。 こ う し て 画 像 が
転 写 さ れ た シ ー ト Ｐ は 、 二 次 転 写 部 Ｔ ２ と ベ ル ト 搬 送 装 置 ３ ０ の 回 転 に よ り 搬 送 さ れ 、 定  
着 装 置 ９ に 到 達 す る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 フ ラ グ ５ １ Ａ は 、 フ ラ グ ５ １ Ａ に 設 け ら れ た 第 １ フ ラ グ 部 （ 遮 光 部 ） ５ ３ に よ っ  
て ル ー プ 検 知 セ ン サ Ｓ １ が オ ン に 切 り 替 わ る 位 置 、 即 ち ル ー プ を 検 知 す る 位 置 に お い て 、  
屈 曲 部 ５ ２ ｂ が 最 も 搬 送 パ ス に 近 接 す る よ う に 屈 曲 部 ５ ２ ｂ を 配 置 し て い る 。 即 ち 、 フ ラ  
グ ５ １ Ａ が ル ー プ を 検 知 す る 位 置 （ 第 ３ 位 置 、 図 ９ （ ａ ） で Ｌ １ 状 態 の シ ー ト Ｐ に 接 触 し  
て い る 位 置 、 実 線 で 示 す 位 置 ） に 位 置 し て い る 場 合 に 、 屈 曲 部 ５ ２ ｂ は 先 端 部 ５ ２ ａ よ り  
も シ ー ト が 搬 送 さ れ る 経 路 に 近 い 側 に 位 置 す る 。 こ れ に よ り 、 ル ー プ を 検 知 す る 際 に は 屈  
曲 部 ５ ２ ｂ に よ り 、 残 留 シ ー ト を 検 知 す る 際 に は （ 図 １ ０ （ ｂ ） で 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ に 残 留  
し た シ ー ト Ｐ に 接 触 し て い る 状 態 で は ） 先 端 部 ５ ２ ａ に よ り そ れ ぞ れ シ ー ト を 検 知 可 能 と  
な る 。 こ の 結 果 、 フ ラ グ ５ １ Ａ の 先 端 部 を 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ に 近 づ け て 残 留 シ ー ト 検 知 性 能  
を 上 げ て も 、 ル ー プ 検 知 性 能 が 低 下 す る こ と を 抑 制 で き る 。 以 下 、 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 フ ラ グ ５ １ Ａ の シ ー ト Ｐ に 押 圧 さ れ る 先 端 部 ５ ２ ａ は 、 中 間 転 写 ベ ル ト ２ ０ 及 び ベ ル ト  
搬 送 装 置 ３ ０ に よ り 搬 送 さ れ る シ ー ト Ｐ の 搬 送 速 度 と 、 定 着 装 置 ９ に よ り 搬 送 さ れ る シ ー  
ト Ｐ の 搬 送 速 度 の 差 に よ り ル ー プ が 発 生 し た 状 態 Ｌ １ （ 図 ９ （ ａ ） ） と 、 ル ー プ が 解 消 さ  
れ た 状 態 Ｌ ２ （ 図 ９ （ ｂ ） ） の 間 を 回 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 ベ ル ト 搬 送 装 置 ３  
０ は 、 二 次 転 写 部 Ｔ ２ に お け る シ ー ト 搬 送 速 度 と 略 同 じ 速 度 で シ ー ト を 搬 送 す る よ う に 設  
計 さ れ る 。 ま た 、 定 着 装 置 ９ に お け る シ ー ト 搬 送 速 度 も 同 様 に 、 略 同 じ 速 度 で シ ー ト を 搬  
送 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 し か し な が ら 、 定 着 装 置 ９ は 加 圧 ロ ー ラ ９ ２ を 回 転 駆 動 す る こ  
と で 定 着 フ ィ ル ム ９ １ が 回 転 す る 。 定 着 フ ィ ル ム ９ １ は 加 圧 ロ ー ラ ９ ２ の 回 転 駆 動 に 対 し  
て 従 動 し て 回 転 す る こ と で 、 加 圧 ロ ー ラ ９ ２ と 定 着 フ ィ ル ム ９ １ と の 間 で わ ず か な ス リ ッ  
プ が 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 定 着 フ ィ ル ム ９ １ の 回 転 速 度 に 誤 差 が 生 じ る 。 ベ ル ト 搬 送 装 置  
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３ ０ も 同 様 で あ る 。 そ の た め 、 定 着 装 置 ９ で の シ ー ト 搬 送 速 度 と 、 二 次 転 写 部 Ｔ ２ で の シ  
ー ト 搬 送 速 度 と 、 は 異 な る 虞 が あ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 二 次 転 写 部 Ｔ ２ と 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ と が 同 時 に シ ー ト を 挟 持 搬 送 し 、 定 着 装 置 ９ で の シ ー  
ト 搬 送 速 度 が 二 次 転 写 部 Ｔ ２ で の シ ー ト 搬 送 速 度 よ り も 大 き く な っ て し ま っ た 場 合 、 定 着  
装 置 ９ が シ ー ト を 引 っ 張 っ て し ま い 、 シ ー ト 上 の 所 望 の 領 域 に 画 像 が 転 写 さ れ な い 虞 が あ  
る （ 転 写 ズ レ ） 。 こ の 転 写 ズ レ を 抑 制 す る た め に 、 ル ー プ 検 知 セ ン サ に よ っ て シ ー ト の ル  
ー プ 量 を 検 知 し 、 定 着 装 置 で の シ ー ト 搬 送 速 度 を 制 御 す る 。 以 下 に そ の 詳 細 を 記 載 す る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ を 、 定 着 装 置 ９ の 上 流 側 に 配 置 さ れ た ベ ル  
ト 搬 送 装 置 ３ ０ の シ ー ト 搬 送 軌 跡 を 延 長 し た 仮 想 線 Ｌ ３ に 対 し 、 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ の 下 流 が  
フ ラ グ ５ １ Ａ か ら 遠 ざ か る よ う に 傾 き θ を 持 た せ て 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。 即 ち 、 ベ ル  
ト 搬 送 装 置 ３ ０ に よ り 搬 送 さ れ る シ ー ト の 搬 送 軌 跡 を 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ の 出 口 ま で 延 長 し た  
場 合 に 、 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ の 入 口 よ り も 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ の 出 口 が 仮 想 線 Ｌ ３ か ら 離 れ る よ う  
に 、 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ に お い て シ ー ト を 搬 送 す る 方 向 を 仮 想 線 Ｌ ３ に 対 し て 傾 斜 さ せ る こ と  
が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ に 残 留 し た シ ー ト は 、 フ ラ グ ５ １ Ａ を 下 方 に 倒  
す よ う に 定 着 ニ ッ プ 部 Ｎ に 保 持 さ れ る た め 、 フ ラ グ ５ １ Ａ に よ り 残 留 シ ー ト の 検 知 が 容 易  
に な る 。 な お 、 θ は ０ ～ ４ ０ 度 の 範 囲 で 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。
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